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＜自然体でいこう＞
宮沢賢治は『なめとこ山のくま』で、クマ猟師がクマに殺されてクマに丁重に送られる場面を書いた。クマとヒトの水平な関係の中での、憎しみを伴わない
たたかいとその果て。アイヌ民族の「ウェンカムイ」とは違う、共生共死の思考。私の考える自然とはこれである。
吉村昭の『羆嵐』の材ともなった三毛別羆事件（1915 年）や、 近年の秋田県鹿角市の襲撃事件（2016 年）の例を出すまでもなく、 クマは人を食べ
るのである。ヒトはクマの血肉となったのである。関係者にとっては酷な言い方かもしれないが、それが自然というものではなかろうか。
さて、 ある夏の暮れ時。新潟県津南町で、 私は若いツキノワグマを縄文土器で煮て食べた。而してクマは私の血肉となったのである。その晩は竪穴住
居の床に身を横たえた。クマ肉が効いたのか、 冴えて閉じない目が暗い住居内を見渡す。キャンプ生活に慣れた身にしてみれば、 この床に寝るというの
は自然ではない。デッドスペースが多くてモノの置き場が限られる竪穴住居内では、フレキシブルなハンモックを使うほうが自然である。縄文人なら上等な
ハンモックを用意することぐらい、訳もなかろう。
翌日の昼近くのこと。中身を空にした土器から腐敗臭が漂ってきた。衛生上の問題発生だ。リアルな縄文集落同様、 近くに水場などない。だから残滓
を取り切れなかったのである。ところで縄文人は日常的にあれほど容量の大きい土器で肉や魚を煮ていたのだろうか。後始末は空焚きして内側を焼き
切るのだろうか。それとも水を足しながら煮続けるのだろうか。私はもう、肉や魚は焼くか燻すことにして、煮ることはないだろう。土器は主に植物質のもの
を蒸し、茹でることに使う。毎日することとはどういうことなのか。健やかにズボラに、美味いものをいただく。そういう毎日が、私にとっては自然である。
『＜なめとこ山＞くまになったぼく、ぼくになったくま』は私の顔型と食べたクマの骨を組み合わせて制作した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀江　武史
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